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理科における指導の重点（身に付けさせたい力） ※学習指導要領に照らし合わせて 

 【思考・判断・表現】【主体的に学習に取り組む態度】 

                         理科の見方・考え方を働かせ、科学的に探究する力を養う。 

 今年度の課題 授業における具体的な改善策 年度末評価（２月） 

第

１

学

年 

・理科を苦手としている生徒もいるため、すこしで

も興味がもてるような授業展開ができるようにし

ていく。 

・理科が苦手な生徒にも発言を促したり、積極的に

授業に参加させたり、生徒同士が対話しながら実

験や観察が行えるよう配慮していく。 

【「主体的・対話的で深い学び」】の視点に立った授業改善策】 

・授業の初めに前回の復習を確認させ、教師との対話的活動

を行う。既に学んだ知識を生徒に発言する機会を増やす。 

・実験・観察等でグループワークを行い、仲間同士で対話す

る機会を増やしていく。 

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点】 

・ICT を活用し、家庭でも復習できるような動画等を取り入

れる。 

・授業前の復讐時間では発言する生徒が増え、自信をもって答え

る場が増えているため、今後も継続していきたい。 

・実験・観察では、班活動で生徒同士が協力しながら進めること

ができていた。経験的な学習を増やしていきたい。 

・ICT を活用して動画を見たり、授業の振り返りをしたり、結果

を記録した。家庭学習でも活用できるようにさせていきたい。 

第

２

学

年 

 ・特に他教科の既習事項との関連付けを苦手と 

する生徒が多い。社会科地理的分野「日本の 

気候」と単元Ⅱ「地球の大気と天気の変化」、 

保健体育「心身の発達」と単元Ⅰ「動物の体 

のつくりと働き」など。 

 ・教科ごとの微妙なニュアンスをしっかり説明 

しそれぞれの知識理解ではなく統合した知識 

理解をもとに思考を深めていく授業を目指す。 

【「主体的・対話的で深い学び」】の視点に立った授業改善策】 

  ・他教科の教科書を使いながら単元の導入を行い興味 

関心を引き立てていく。 

  ・授業内容を記録媒体に残し見返せる環境を用意する。 

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点】 

  ・理科は取り扱う内容が広くどの生徒にも取り組みや 

すい単元があるので、そこを見極めながら一点集中 

で取り組ませる。 

・既習事項や他教科の内容を関連させ、統合して発展的に考える

レベルまで到達できなかった。例）社会科地理(日本の各地域の

気候と産業の特徴)と「大気の動きと日本の四季」が関連づかな

かった。「主体的・対話的で深い学び」を実践するための素養や

基礎知識の定着を優先して取り組んでいく必要がある。 

・学習環境や学習規律が整い、安心して授業に臨めるようになっ

た。マンネリともとらえられるが、一齣５０分の授業で完結さ

せ、問題演習まで実行できた。 

第

３

学

年 

 ・数学と単元Ⅳ「運動とエネルギー」や総合 S 

DGｓと単元Ⅴ「自然と人間」など義務教育 

のまとめとして自然科学の知識を統合させる。 

【「主体的・対話的で深い学び」】の視点に立った授業改善策】 

  ・多様な考え方をまず受け入れてみるスタンスをとる。 

 

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点】 

  ・自分の考えとその根拠を、既習事項をもとに説明で 

   きるようにゆっくり考えさせる。 

・授業記録を記録保存しているので、既習事項の振り返りが素早

くでき、ノートに書くことを気にしなくてもいい安心感から授

業の傾聴に専念でき、考える時間、思考する時間が確保できた。 

・実験・観察では、班活動で生徒同士が協力しながら進めること

ができていた。経験的な学習を増やしていきたい。 

 

※【今年度の課題】では、課題のある資質能力について「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性」のいずれかを 

明記し（複数可）具体的に記述。 

理科 


